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はじめに 

 

名古屋市では、市民の誰もが性別にかかわりなく、安心して豊かに暮らせる社会をめざ

して、令和３（2021）年３月に「名古屋市男女平等参画基本計画 2025」を策定しました。 

 

今回の第 10 回男女平等参画基礎調査は、現在の計画が令和７（2025）年度に終了するこ

とを受け、市民の男女平等に関する意識や生活実態などの経年変化を総合的に捉え、新た

な計画策定の貴重な基礎資料とするとともに、社会の実態を市民の皆さまへ情報発信する

ため実施いたしました。 

 

この調査結果を踏まえ、新たな計画を策定し、市民の誰もがお互いの人権を尊重し、喜

びも責任も分かち合い、性別にとらわれることなく、その個性と能力を十分に発揮するこ

とができる社会の実現をめざし、男女平等参画に関する施策を推進してまいります。 

 

最後になりましたが、お忙しい中この調査にご協力いただきました市民の皆さま並びに

調査の分析と報告書の執筆にご尽力くださいました名古屋市男女平等参画審議会基礎調査

部会の委員の皆さまに、厚く御礼申し上げます。 

 

 

 

 

令和７年３月 

 

 

 

 

名古屋市スポーツ市民局 
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＜本調査の実施方法及び報告書執筆分担＞ 

 

本調査は、名古屋市長の附属機関である名古屋市男女平等参画審議会（会長 風間 孝）

に基礎調査部会を設置して調査票の検討及び結果の分析を行った。なお、本報告書について

は、基礎調査部会構成委員で以下のとおり分担して執筆した（五十音順、敬称略）。 
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第Ⅲ部第１章 ４冒頭、（１）～（３）、（５）第１段落 

菅原 真（南山大学法学部教授） 
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